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漢方の「科学的根拠」探究
I 症状、投薬なとテータ解析 I 

：；：蕊蕊•

2 千年以上の歴史をもっとされる漢
方。西洋医学に東洋医学を加えた「統合
医療」の可能性を探る厚生労働省のチー
ムが発足し、あらためて注目が集まる。
漢方活用に関する厚労省研究班（班長・
黒岩祐治国際医療福祉大教授）は 2月、
経験の蓄積から科学的証拠に基づく医
療への転換を図るべきだとの提言を発
表。漢方医の「匠（たくみ）の技」の
正体を明らかにする試みが始まってい
る。
▽データ化する , 
東京都新宿区の慶応大病院。渡辺賢治
漢方医学センター長に促されて問診用端
末に向かい合うと、モニターに質問が表
示された。食や睡眠などの生活習慣に加
ぇ、冷え、しびれなどの症状を部位こと
に聞かれ、その主観的な強度を 0~100
の数値で入力していく。
約200の問診情報に医師が下した診断

や漢方製剤の処方などを加え、個人が特
定されうる情報を除いた 1 千項目以上の
データを 1 人分として、これまでのベ
5 千人分以上のデータが蓄積されてき
た。
「漢方は、患者の体質などに合わせて

治療法を調整する個別化医療だ」と渡辺
センター長は解説する。目の前の患者を、
体質や生活環境などが似た過去の患者た
ちと比較しながら、見立てと治療法を選
択する一。こんな方法論をコンピュータ
ーで再構成するには、まず症状、診断、
治療をくまなくデータ化することが求め
られる。
▽数式に乗せる
こうして集めたデータの解析を担うの

は、東京大医科学研究所DNA情報解析
分野の宮野悟教授、井元清哉准教授らだ。．
まず取り組んだのは、初診の患者が、

巖大病院式の漢方で症状が改善する確率
の計算。確率が高ければ治療に入り、低

ければ別の方法がないか模索するなど、
治療方針決定の一助になることが期待さ
れている。
「足の冷え」を例にとれば、 120近い

問診項目から、冷えと関係が深い35項目
を数学的な方法で選抜。これらの項目に
ついて対象の患者と回答傾向が似た別の
患者の治療記録を比較し、改善が見込め
るか判断する。ここで治療効果が期待で
きるとされた人の91％が、実際に 3 カ月
後の症状改善がみられたという。
問診データカ）ら診断をつける試みも行
った。漢方医学では体質や症状を総合し
て「証」という診断をつけるが、線が細
い「虚証」と体格のいい「実証」を計算
で判別すると、実際に医師がつけた判断
と87％一致。医師の診断支援につながる
かもしれない。
井元准教授は「漢方医学が数式に乗せ
られることが証明できた」と手応えを語
っている。
▽規模拡大へ
慶大病院単独で行っていたこの研究は
本年度から、全国10施設に拡大する。よ
り多くのデータを集めれは予測の精度ア
ップが見込めるためだ。
患者によるシステム活用も視野に入れ＇
ている。渡辺センター長は「患者の医療
情報を患者に還元したい。現在も自分自
身の治療経過を来院時に確認することは
できるが、将来的には携帯端末から自分
に合った治療を探せるような仕組みにし
ていければ」と話している。

慶応大病院に設置された漢方問診シ
ステムを操作する渡辺賢治漠方医学
センター長ー東京都新宿区
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